
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同じ「仕事」でも、さまざまな働き方（雇用形態）がありますが、新卒で社会に

出るときは契約期間や給与体系に大きな違いがあるため、多くの人は「正社員」と

しての就職を勧められます。では、「フリーター」として社会に出た場合はどんなこ

とが起こるでしょうか？ 
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「どうするか」を考えない人に、「どうなるか」は見えない。 

―― 野村 克也（元プロ野球選手・元監督〈ヤクルト・阪神・楽天〉） ―― 

参考：厚生労働省（高校生就職ガイダンス） 
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ー ー どうなの？  

自分にとって何が大切かは自分自身で判断するしかない！
フリーターとして社会に出た時のことを紹介してきましたが、「フリーターはダメ」と決めつけることはできません。フリーターとい

う働き方の方が自由になる時間は多いのかもしれませんし、楽しく働けるかもしれません。条件をよく理解した上で、それが自分に

合った働き方だと考えるのなら、その道に進んでもきっと悔いは残らないでしょう。しかし、もし安易な気持ちでフリーターになる

ことを考えている人がいたら、後悔しないようにこの機会にもう一度よく考えてみてください。 

フリーターとして働き続けていた人の多くが、ある年齢を

境に将来に不安を抱いて正社員としての就職を希望し始

めます。一方で、企業は長くフリーターだった人をあまり

採用したがらない傾向があります。特にフリーター経験し

かなく年齢の高い人は「年齢に見合った仕事経験がない」

と考えられてしまうことがあり、就職が難しくなります。

つまり、フリーター期間が長くなると「本人が望んでも正

社員への転職が難しくなる」場合があります。 

●  

正社員の場合、長く勤めれば仕事の責任が増すとともに、

収入も増えることが期待できます。一方で、フリーターの

場合は、仕事の内容（責任）に大きな変化がないため、大

きく収入が増えることは難しいでしょう。すべての人がこ

のケースに当てはまるわけではありませんが、一般的な傾

向では正社員とフリーターでは収入にかなりの差がありま

す。その収入の差は年齢とともに大きくなり、数十年間の

総収入を考えると一億円以上も差が出ると試算されていま

す。 

●

例えば、ひとり暮らしをしたくてもアパートを借りるこ

とができないかも知れない。クレジットカードを作るこ

とができないかも知れないなど、「フリーターは収入が安

定しないから」という理由で不利になることが世の中に

はたくさんあります。仮に休みも取らずにアルバイトを

続けて多くの給料をもらっていたとしても、仕事（収入）

の安定性などを考えると、残念ながらフリーターは社会

的な信頼性を得られない場合があります。 

●
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